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新しい時代を切り拓く実践経営情報紙 

楽しみながら「SDGs」を学べるカードゲームが登場 
意識を高め、企業価値底上げにつながる研修グッズ 
 

 潜在的な市場規模が世界全体で年間1,331兆円と試算されているSDGs。総務省が5月に発表した

試算では、ICT関連市場だけで年間約173兆円となる見込みだという。「経済のデジタル化が加速

し、ICTの利活用がさらに進む」と仮定してのものだが、規模の大小を問わず、企業の経営戦略を

練るうえでSDGsは無視できない存在だ。 

SDGsについて用語としての認知度は高まっている一方で、「目の前の課題解決が先」というの

がビジネスパーソンの本音だろう。 

 しかし、今やSDGsへの取り組みは企業にとって多大なメリットがある。社会からの評価や顧客

ロイヤルティの向上で、売上増が期待できるほか、従業員の意識・モチベーション向上にもつな

がり、採用活動にも好影響を及ぼす。人口減少社会である現在、生き残りを図るには欠かせない。 

 そこで注目したいのが、俳優の伊勢谷友介率いるリバースプロジェクトが金沢工業大学と共同

開発し、この5月から販売開始した「THE SDGs アクションカードゲーム X（クロス）」だ。カ

ードゲームを楽しみながら、社会的な課題解決のノウハウを身につけることができる。すでに自

治体のSDGs研修に採用されているほか、「キャリア教育に活用したい」との高校からの問い合わ

せも増えているという。年代の異なる従業員同士のコミュニケーションツールとしても役立ちそ

うなこのカードゲーム、中長期的な成長を見越した人材研修グッズとして選択肢に入れてみて

は。 

 

 


